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問訪校高／内道スパンャキンプーオ／内道

しかし，安全神話が支配する業界・分野は原子力村
のみに限りません。一例として，丸善より2007年に
発行された「化学安全ノート　改訂版」の記述から
「安全神話」と「安全文化」の違いをまとめ，加えて
製品の品質管理を組み合わせたものを以下の①～④に
示します。

①　これまでに事故（製品の品質管理トラブル）はない

から今後も事故は生じない（我が社の品質管理にト

ラブルは起きない）と考えるのが安全神話であり，

今後は事故（製品の品質管理トラブル）があり得る

と考えて対策を取るのが安全文化である。

②　事故を想定した安全対策（顧客の不利益を考慮した

製品の品質管理）は経営の負担と考えるのが安全

神話で，経営にとって不可欠と考えて対策を取るの

が安全文化である。

③　法規対応・形式対応（法規制されている最低限の対策）

が安全神話で，本質安全化を考える（想定外のトラ

ブルを排除しない）のが安全文化である。

④　設備重視・ハード重視が安全神話で，総合的安全管

理・予防型安全管理（ものづくり現場の設備・ハー

ド面の充実と従業員教育などソフト対応）が安全文

化である。

■安全文化の構成要素およびその特徴とは
産業界全般における労働安全を扱う文献からの引用
ですが，多くの企業で安全文化を構築し，それを維持
し続けるには8つの要素が必要と主張しています（イ

ラスト3）。イラストに示した各要素はそれぞれが独
立したものではなく，お互いに重なる部分があり，そ
の重なりが大きい要素同士を隣り合う位置に配置され
ています。
　　　 

注： ㈱インターリスク総研  労災リスク・インフォーメーション〈第20
号〉　https://www.irric.co.jp/pdf/risk_info/worker /20.pdfを引用

イラスト3を引用させて頂いたインターリスク総研
社の“労災リスク・インフォーメーション〈第20号〉”

から，イラスト中の各要素を以下に解説します。
1）組織統率（ガバナンス）：組織内で安全優先の価値観
を共有し，これを尊重して組織管理を行うこと。コン
プライアンス，安全施策における積極的なリーダー
シップの発揮を含む。

2）責任関与（コミットメント）：組織の経営層及び管理
層から従業員まで，また規制機関，協力会社職員まで
が各々の立場で職務遂行にかかわる安全確保に責任
を持ち，関与すること。

3）相互理解（コミュニケーション）：組織内及び組織間
（規制機関，同業他社，協力会社）における上下，左
右の意思疎通，情報共有，相互理解を促進すること。

4）危険認知（アウェアネス）：個々人が各々の職務と職
責における潜在的リスクを意識し，これを発見する努
力を継続することにより，危険感知能力を高め，行動
に反映すること。

5）学習伝承（ラーニング）：安全重視を実践する組織と
して必要な知識（失敗経験の知識化等），そして背景
情報を理解し実践する能力を獲得しこれを伝承してい
くために，自発的に適切なマネジメントに基づく組織
学習を継続すること。また，そのための教育訓練を含む。

6）作業管理（ワークマネジメント）：文書管理，技術管
理，作業標準，安全管理，品質管理など作業を適切に
進めるための実効的な施策が整備され，個々人が自主
的に尊重すること。

7）動機づけ（モチベーション）：組織としてふさわしい
インセンティブ（やる気）を与える / 自ら獲得するこ
とにより，安全向上に向けた取り組みが促進されると
ともに，職場満足度を高めること。

8）資源管理（リソースマネジメント）：安全確保に関す
る人的，物的，資金的資源の管理と配分が一過性でな
く適切なマネジメントに基づき行われていること。

また，安全文化の特徴には以下の3点があることを
指摘しています（イラスト4）。
①（安全文化は）短期間で容易に劣化する。常時モニタ

リングを行い継続した活動が重要。

②（安全文化の）醸成には時間がかかり，効果が見える

ようになるのには時間がかかる。長期的視点が必要。

③（安全文化は）達成したと思ったときから劣化が始ま

る。最終ゴールはない。

　　　　　　 

注：イラストエイト https://illust8.com/wpcontent/uploads/2020/07/ 
graph_down_10105.pngを引用，一部改変

人間と人間社会の特性，そして安全文化の特性は水
と油の如くで簡単に融合することができないもののよ
うです。両者を一体化させる作業は常に気が抜けな
い，かつ永遠に続く取り組みであり，俗に言う「いた
ちごっこ」に近いと察します。

■企業PRのキャッチコピー「技術の○○」
小生はこれまでに複数のシリーズ原稿をウッディエ
イジ誌に投稿し，掲載して頂きました。その中で数
回，著名な企業が自社のイメージ構築に使っている
キャッチコピー「技術の○○」（○○は企業名が入
る）は顧客第一のスタンスとは言い難いと主張しまし
た（例えば，2018年4月号の本シリーズの②）。ここ最
近ですが，一部の企業のスタンスが変わりました。具
体的に挙げますと，某自動車メーカーではこれまでの
自社PRのキャッチコピーに替えて「やっちゃえＮサ
ン」をTVなどで流しています（イラスト5）。このCM
で訴えている内容は「自社の自動運転技術」です。
　　　　 

注：いらすとや　https://www.irasutoya.com/2017/01/blog-post_ 
99.htmlを引用，一部改変

Ｎサン社のキャッチコピー変更のきっかけは，
2018年の会長逮捕の「Gーンショック」と察します
（確か，その会長は最高経営責任者・CEOを兼務）。
社外視点からは想定外の出来事でCEOを失うことに
なり，企業存続の危機，加えて企業イメージの喪失
だったはずです（イラスト6）。一般には，そのCEOの
手腕で経営危機から業績をV字回帰させと評価されて
います。一方，その企業文化をCEO自身が徐々に劣
化させ，最終的には自身の逮捕劇に至ったようです
（裁判で判決が出ていませんので，現時点では著者の
個人的な見解・解釈になりますが…）。
上述の安全文化の特徴（3点）が，この「Gーンシ
ョック」にも当てはまると考えます。まず，②の全文
です。コストカッターと称された辣腕家がこれまでと
は異なる経営手法を駆使して社内を改革し，長期政権
を敷いてきました。その結果，悪化を続けていた経営

状態は飛躍的に回復して市場シェアの拡大へと向かっ
た，と小生は理解しています。さらに，その陰では安
全文化の特徴である①の「短期間で劣化する」と③の
「達成したと思ったときから劣化が始まる」が密かに
進行してしまったと解釈できます。
小生としては，「安全文化」および「安全文化の特
徴」に対し，畏敬の念を持って対応する必要性を感じ
させられた出来事でした。

注：イラストレイン　https://illustrain.com/?p=23434を引用，一部改変

■ずるい悪魔と安全文化
孫引きで恐縮ですが（道新の今日の話題・

2021.9.22より），太宰　治の短編作品『ア，秋』に
「秋は，ずるい悪魔だ。夏のうちに全部，身支度をと
とのえて，せせら笑ってしゃがんでいる」との記述が
あるそうです（イラスト7）。文豪・太宰が扱ったテー
マとは異なりますが，小生には季節の移り変わりと安
全文化の特徴が同類に感じられました。具体的には，
「Gーンショック」と同様に安全文化の特徴③の「達
成したと思ったときから劣化が始まる」です。人類に
とっての安全文化は，「ずるい悪魔」を抱えていると
考えられます。
　　　　　　 

注：ジャパクリップ https://www.japaclip.com/summer/を引用，一
部改変

では，この安全文化の構築活動に潜む「ずるい悪
魔」を機能不全/活動不全にするにはいかなる対策を
取ればいいのでしょうか。その答えは安全文化の特徴
①の「常時モニタリングを行い継続した活動が重要」

と同③の「最終ゴールはない」にある，と小生は考え
ます。立ち止まることなく，先が見えない中で先の先
を読むことに精を出して安全文化の構築を追い求める
取り組みが不可欠と察します（イラスト8）。
　　　　　 

注：いらすとや https://www.irasutoya.com/2020/08/blog-post_
715.htmlを引用，一部改変

■品質管理は組織が取組む製品生産のためにある
2017年11月号の本シリーズの①で，フリーテキス
トである品質管理検定センターの『品質管理検定
（QC）4級の手引き』（https://www.jsa.or.jp/qc/qc_level4/）
をベースにして品質管理のお話しをさせて頂くことを
述べました。そのテキストで品質管理検定運営委員会
委員長が以下の巻頭挨拶をしています。

はじめに
組織が製品を生産し，サービスを提供するときには，

お客様のために良いものを作らなくてはなりません。良
いものとは，良い品質のもののことです。そして，その
製品やサービスの一つひとつの品質に不ぞろいがないよ
うにすることが必要です。なぜならば，同じ値段で品質
の不ぞろいな製品やサービスを提供すれば，それを購入
したお客様に不満や不公平を招く結果になるからです。
お客様に不満や不公平がなく，安心して買っていただ
き，使ってみて満足し喜んでいただくための活動が，品
質管理というものです。現代の社会では，あらゆる組織
が厳しい競争の中で，お客様に満足していただける製品
やサービスを作り出すことに日夜努力しています。そこ
では，品質管理が大変重要な方法になっており，組織で
働くすべての人が，品質管理を学び，品質の向上や改善
に努力することが求められています。品質管理は組織の
重要な資源としての人財をより大きく成長させる有効な
方法です。単に一部の組織，一部の部署のみで活用され
るのではなく，その基本的考え方や手法は日本中で活用
できるようになってほしいと願っています。「品質管理
は教育に始まり教育に終わる」と言われるように，品質
を上げようとするなら，組織に所属するすべての方々
に，その意識向上も含め，品質管理の教育を徹底し，こ
れを継続していくことが不可欠です。

以上から，これまでお付き合い頂いた「品質管理」

の考え方や手法は，組織（企業）で行う大量生産また
はそれに近い量産的なものづくりのためのものです。
ワンオペレーション的な職人仕事，芸術品的なものを
製作する職人仕事にはノータッチです（イラスト9）。

注：いらすとや　https://www.irasutoya.com/2017/07/blog-post_ 
913.html（左）と https://www.irasutoya.com/2016/04/blog-post_ 
409.html（右）を引用，一部改変

企業が生産する「ある製品」の品質管理は該当する
製造工程に関わるチーム（一部の組織）で対応しま
す。そして，チームの運営管理は企業全体の運営管理
の影響を受けます。さらに，企業全体の運営管理は経
営者（経営陣）に支配されます。企業の組織が大きく
なると，本社にいる経営者と地方工場の製造現場との
直接的関係は希薄になるイメージがあります。しか
し，安全文化の構築を中心に据えた企業全体の危機管
理を考えると，経営者の哲学と日々の行動が工場から
生み出される製品の品質に影響を与えているのです。
「品質は製造工程で絞り込め」でスタートした「品
質管理」入門編は，「市場での企業イメージまで含め
た品質管理は経営者の取り組み姿勢に支配される」で
ゴールです。企業規模にかかわらずその頂点にいる者
は，経営状況の良し悪しを別にして第三者の視点で自
分（自分達）の行動を常にチェックする必要がありま
す。近年，経営改革の一環として社外取締役の任用を
耳にしますが，社内状況を外部視点で捉える必要性を
具現化した取り組みと察します。時には，予想すらし
ないコメントに対しても，真摯に向き合う見識が経営
者（経営陣）に求められることになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（おわり）

※ものづくりのための「品質管理」入門編にお付き合
い頂きまして誠にありがとうございました。次回か
らは小生が林産試験場に勤務した約20年間を振り
返り，その間に担当した種々の業務と木材産業との
関わりをエッセイ的に執筆したいと目論んでいます。

■はじめに
本シリーズは2017年11月号から連載を開始して約5

年になります。話題のタネが旭川高専における小生の
担当科目の一つだったこともあり，木材に直接関係す
る具体的な例は少なくなりました。取り上げた品質管
理の話題は木材産業にも共通すると考えて執筆してき
ましたが，このような連載にお付き合い頂いたことに
感謝申し上げます。さて，締めとなる今回はこれまで
より少し高い視点から，ものづくり企業そのものの品
質管理（企業の危機管理全般：具体的には労働者の安
全衛生管理，経営管理，顧客・消費者トラブル対応，
企業のイメージ管理など）をテーマにします。

■繰返される品質管理の偽装
しばらく著名な企業における品質管理の不正報道が
なく，製品トラブルの発生が落ち着いたかに思えまし
た。しかし，昨年（2021年）6～7月にM電機の組織
的かつ長年にわたる製品・品質データの偽装が発覚し
ました。株主総会で信任を受けたばかりの社長が辞任
することで幕引きが図られたと記憶しています。この
件は一企業の経営を揺るがす問題にとどまらず，メイ
ド・イン・ジャパン製品のイメージダウンとなるトラ
ブルだと感じました。
当時の新聞記事などによれば，不正は重電システム
と称される部門が中心であり，鉄道車両用のブレーキ
＆ドア開閉用空気圧縮機・鉄道用空調・業務用エアコ
ン・業務用配電盤などの品質検査で不正が行われてき
たとのことでした。関与した社員は「（製品の）安全
性と性能は確認できている」と答えており，自社の技
術力，製品を絶対視するおごりがあったと感じられる
内容でした（主に北海道新聞，2021年7月3日を参
照）。
以上を言葉通りに解釈すれば，自社製品は完璧なも
のだから品質検査の必要はないとも取れます。しか
し，社内では品質検査したような偽装データを作成
（若しくは，偽装データを作成するプログラムを作
成）しており，悪意ある行為と捉えることができまし

た。社内の雰囲気のみに身を置くと社会常識や社会人
としての理性が失われるようです。話は飛びますが，
有名な劇画『ゴルゴ13』（イラスト1）で主人公の
デューク東郷が放った名セリフの一つである「その“正
義”とやらはお前たちだけの正義じゃないのか？」を思
い出させます。「貴社製品の安全性と性能の保証は社
内だけで通じるものではないのか」ということです。
社員の前述の主張からは，実際に製品を使用するはず
の顧客不在を感じざるを得ず，製品の品質管理以前に
危機管理の取り組みが欠如していると思いました。

注：神戸新聞NEXT（2021.9.29 16：46）　https://www.kobe-np.co.
jp /news/zenkoku/compact/202109/0014718845.shtmlを引用

■危機管理の基礎：安全神話と安全文化について
2011年の東日本大震災の福島第一原発事故後に注

目された，危機管理における「安全神話」と「安全文
化」をおさらいしてみます。東京電力や福島第一原発
のみではなく，原子力村全体（産・官・学）が安全神
話に支配されていると批判されました（イラスト2）。
　　

注：パブリックドメインQ https://publicdomainq.net/nuclear-power-
plant-0005843/を引用，一部改変
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■入学試験の結果について

令和4年度（第3期生）の生徒確保に向けて，道内

高等学校への訪問や道外在住者向けの説明会を開催

するなど，様々なPR活動を実施しました。

令和3年10月から推薦・一般入学試験を行った結果，

定員である40名の新入生が入学予定となっています。

（北海道立北の森づくり専門学院 斉藤 翼）

■新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止に関する

お願い

林産試験場では，まん延防止等重点措置の適用など

を踏まえ，視察・見学などの受入れを休止しておりま

したが，同措置が延長され，引き続き道内全域が措置

区域となったことから，来場の自粛や視察・見学など

の受入れ制限を，3月6日（日）まで延長させていただ

きます。

皆様にはご不便をおかけいたしますが，ご理解とご

協力をお願いします。

■新たな仕事のしかた

すでに皆さんの職場でも普通に行われているものと

思われますが，林産試験場においてもオンライン会議

（web会議）が日常的となり，在宅勤務（テレワーク）

もかなり浸透してきました。コロナ禍を乗り切る手段

として導入が進んだものですが，働き方改革や経費の

節約にも一役買ってくれそうです。

居住地 人数 年代 人数 経歴 人数 性別 人数

道内 33名 10代 31名 高校卒 30名 男性 34名
道外 7名 20代 5名 大学卒 2名 女性 6名

30代 4名 社会人 8名

【入学予定者の内訳】

今や定番となったweb会議
（道産コーンウイスキープロジェクト推進会議）


